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特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

　セイコーハウス銀座ホール（旧和光
ホール）で、4月4日～21日の期間、「工
芸・Kôgeiの創造-人間国宝展-」が開
催される。
　毎年春に開催される、6つの工芸分
野の重要無形文化財保持者（人間国
宝）の作品が一堂に会する今展は、今
回で9回目。36名の作家の珠玉の作

品の数々が披
露される注目の
展示会。
　「人間国宝」
とは「重要無形

文化財保持者」の通称であり、長きにわ
たって工芸の技の研鑽を積む一方で、
独自の作風を編み出し、その分野の第
一人者となった人々の呼称。

　今回は陶芸、染織、漆芸、金工、木
竹工、人形の6つの工芸分野の中から
36名が出品される。

伝統文化を受け継ぎ、次代へと継承し
新たな価値を創造し続ける第一人者たち

セイコーハウス銀座ホール
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　長い制作活動で培われた高度な技
を用い、素材の美しさを最大限に引き
出した用の美を兼ね備えた魅力溢れ
る作品が一堂に会す絶好の機会。
　日本の伝統文化を受け継ぎ、それを
次代へと継承し新たな価値を創造し
続けている工芸分野の第一人者たち
の珠玉の作品の数々を堪能したい。

　 1月に開催された国際宝飾展
IJT2024（主催：RX JAPAN）の来場
者数は4日間で21,412名と発表が
あった。
　本来知りたいのは来場者
の内訳だろう。海外では来場
者のカウントはデジタル化さ
れ、誰がどのホールに何回入
場したかなど詳細が分かるよ
うになっている。しかもコロナ
以前、相当昔から出展社ニー
ズに応えており、会場構成な
どに活かされている。これは
国際見本市として他国との
競争にも繋がる大事なデータであるは
ずだ。
　また、IJTの位置づけは変わりつつ
ある。7月にBtoC向けのジュエリーフェ
スが昨年より開始されたことからもわ
かるように、国内の宝飾小売店がメイ
ンターゲットではなくなった。来場者は
中国をはじめとした海外バイヤーと他
業種からのバイヤーだ。出展社はイン
バウンドやライブ販売を獲得しに商品
を揃えるほか、相変わらず中古品に群
がる人が目立ち、国内宝飾小売店との
商談は激減傾向にある。
　それが“宝飾市場の現実”になるの
だろうが、出展社からの要望や来場者
からの希望が聞こえてこないのが日本
の宝飾産業であり、一丸となれない悪
いところだ。その理由は、次世代を育て
なかった高齢世代、先代を超えられな
い中間世代、視野の狭い若手世代によ
る不完全な継承をはじめ、時代に沿わ
ない流通、ブランドに頼る販売で育た
ない日本のジュエリー文化とものづく

りと人材、そして積極的な活性化戦略
が生まれないネガティブな思考が充満
した環境など思い当たる節は出せば切

りがない。それよりも注視した
いのは“宝飾市場の現実”で、
来場しているアジア各国のバ
イヤーやハンドメイド作家だ
けではなく、積極的に次世代
へジュエリーを提案する新規
参入企業と個人の動向を知
ることではないだろうか。
BtoC向けの展示会に批判が
出たのはいいが、結局BtoBで
業界を持ち直そうとする動き

は見られなかった。
　生き残りが掛かった変革の時代の
中で苦しいのは皆同じだが、他業種に
比べれば恵まれている産業であるにも
関わらず、グループ内でも共有されな
い情報があるなど、淘汰されることへの
恐れで前に進めていない。本来はそう
ならないための組合や組織であるはず
だが、どの組織も若返りと継承ができ
なかったことで力を失い、復活に動き
出せているのは数少ない組織だけだ。
　そんな環境の中で、流れている情報
は狭いエリアに限られた既存の売れ筋
商品や企業の動向。しかも新しい情報
を拒絶する傾向が強い。移り変わりを
読み取る力が弱すぎ、これまで入って
こられなかった新規参入企業が増え、
新しい事業などで利益を徐々に取られ
始めていることにも鈍感になっている。
これまで交わることのなかった中古を
扱う業者とも今後はライバルになって
いくことも考えられる。
　どこの産業でもリサイクルやアップサ

イクルなどを時代に合わせて取り入れ
るほか、新業態などを加えて本業の発
展を伸ばしている企業が多い中で、宝
飾業界からは他を否定する声ばかり
が目立ち、前向きさが欠けている。もう
宝飾専門店だけが宝石を売る時代で
はなくなってきているだけに、専門性を
活かして消費者に喜ばれる日本らしい
ジュエリーを発信してもらいたい。
　頑張る人や努力する人がいないわけ
ではないが、保守的すぎる。いまは新規
参入企業や個人が業界を変えていき
そうな動きが多くあり、あまり業界には
反映されていないことが懸念される。
　もう団体で課題に本気で向き合うの
は無理だという意見も多い。誰に聞い
ても企業同志での協力はあり得ないと
感じているそうだ。そんな悲しい歴史を
背負うのなら、同じ考えを持つ者同士
で新たな集合体を集うなど前向きに動
いた方が楽しいに違いない。ネガティ
ブに自然淘汰されるのを待つ者と足並
みを揃えても大きな徳はない。
　ジュエリーは売れないのではない。
ジュエリーを求める若者がいないので
もない。自分の売っている商品に自信
を持てない、愛のない業界人が多いだ
けで、どんどん若者にジュエリーを売る
新規企業と個人は増えている。
　そろそろ自然と大きく世代が入れ替
わることだろう。何をやるにしても協力
者は多い方が良い。業界を背負う世代
は積極的に協力し合い、先代は次世代
の育成に力を注ぎ、さらに下の世代に
継承していくべきだ。これからは前向き
に動く人との取り組みを仲間と共に増
やしていく時代だ。
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◎　学生時代から付き合いのあっ
た二人を最近亡くした。同期の友
人と一年上の先輩。共に生涯独身
のままであったが、そのことは彼ら
の人生になにがしかの影を落とし
ている。令和の現在ではシングル
であることは特段のことではないだ
ろうが昭和の時代では「みんなと
一緒」の風潮がはるかに強かった
から生き辛かったと思う。世間を渡
る通行手形を持っていないような
ものである。陰で噂の種になり、あ
るいはいかにも興味津々で婉曲に
聞かれたりとプライドが傷つくのは

きつい。正面から
来る生き方への批
判なら受け止めよ
うもあるが好奇の
視線というのはと
らえどころがない
けれども心を萎え
させる力を持って
いる。萎えるという
のは強い力に心が
折れてしまう挫折
感ではなく腰が抜

けるような無力感をともなう。だからと
いってどうすることもできるわけではな
く、みずから気持ちを奮い立たせて無
関心を装う以外になすすべがない。亡
くなった友人が職場でのからかいに
「いや自分は結婚している」と嘘をつい
たとぼやいていたが、そういうところに
追い込まれるのである。先輩の死を親
しい人に伝えた時も「あの人独身だっ
たよね」と言葉が返ってくると、人という
のは何でもないようでもそういう風に見
るものなのだろうといささか憂鬱になっ
た。悪気はないのだろうがどこかに好
奇の口調が含まれている。人生の困難

というのは、貧しさも大病も仕事の不
遇もあるけれども好奇の渦の中を生き
ることにもある。悩みの深さは本人にし
か分からないだろうが彼らの人生は
「よく耐えた人生だった」と思う。逆に言
えば、冴えがあるわけではない、何が欠
けるでもない、人並みだけが取り柄の
凡々たる生を歩み切るというところに幸
福なるものは、ある意味存するというこ
となのであろう。

◎　家族は勿論のことだが付き合いの
あった親しい人が亡くなるのは寂しい
限りである。高齢を生きれば別れの場
面は多くなるが、それでも残された者は
辛い。突然の別れならなおのことであ
る。人がいなくなったことの空虚感はは

かり知れない深さがある。気持ちを強く
持っていないとその深さの中にどこま
でも墜ちて行ってしまう。さりとてこれと
いって処方はない。「去る者は日日に疎
し」の格言のごとく時間の中で悲しみ
が癒えていくことに身を任せるほかに
ない。けれども空虚の中に立ち尽くした
ままでは、生も死も混沌の中に右往左
往するばかりである。弔うという儀式を
終えれば否応なく残されたものは生と
死を分かたねばならぬ。
　仏前に手を合わせるにせよ、命日に
墓参するにせよ、それはどこかで我々が
死者の魂を信じているからに他ならな
い。だからこそ死者の魂を鎮め現世へ
の執着や無念から、また生者たちへの
思いから解き放つためには、残された
者が一日一日を精一杯生きる以外に
はない。生きることに集中することこそ
生と死に境界を引き、死者に深い眠り
をもたらし、死者を死者足らしめること
になろう。供養とはこのことだとわたし
には思える。

         　　　　　　　　　     貧骨
　　　cosmoloop.22k@nifty.com
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　加工機器メーカーで広報をしている
加藤と申します。ご縁あって大好きな機
械や工具やジュエリーについて書かせ
て頂いています。読んで下さった方に
少しでも機械や工具について親近感や
興味を持って頂けたらうれしいです！
　今回は、近年特に変化が著しい
3DCAD関連技術についてご紹介し
ます。
　金1gの価格が11000円を超え、地金
以外にも研磨材や消耗材などあらゆる
資材が値上がりし、大変な状況が続い
ていますが、そんな中でも機械や技術は
確実に進化しています。CADや造型機
の導入やさらなる活用を検討している方
にとって、ご参考になれば幸いです。

1.光造形機の低価格化
　ここ2～3年で光造形機は低価格化
を遂げ、白黒4Kモデルで3万円程度か
ら、８Ｋ以上のモデルでも7～8万円程
度から購入可能になりました。ジュエ
リー制作においては、精度、キャストの
クオリティ、ゴム型制作可否などクリア
すべき課題は残りますが、「とりあえず

CADと造型を始めてみたい」という方
にとって、非常に導入しやすい価格帯
となりました。
　さらに、手ごろな価格の樹脂も
Amazonなどで気軽に手に入るように
なり、洗浄時に薬品不要な水洗いレジ
ンやキャスト用レジンなど、様々なタイ
プの樹脂が登場し、個人の趣味用途と
しても普及が進んでいます。光造形機
は、多くの工場で採用されているインク
ジェット式3Dプリンターとは異なる特
長を持つため、本制作だけでなく、試
作用途やオーダーメイド品の試着サン
プル用途で併用される方も増えてきて
います。

2.サブスクのソフトウェアの登場
　従来のジュエリー用ソフトウェアに加
え、近年は、サブスクリプション利用が
可能なものが登場し、ソフトウェア導入
のハードルも大幅に下がりました。個
人・学生・スタートアップ企業に対して
無償で提供されているソフトがあった
り、Windowsにも３Dモデルを確認で
きるソフトウェアが標準搭載されたり、

３Dデータがダウンロードできるサイト
も登場するなど、誰でも気軽に３Dデー
タを扱える環境が整ってきています。

3. 3Dスキャナーの精度向上
　小さく細かい細工が多いジュエリー
は3Dスキャンが困難でしたが、スキャ
ナー技術の進歩により高性能・低価格
化が進んでジュエリー制作の現場でも
実用化されています。また従来はファン
シーカットや変形石の石枠製作におい
ては、まず石の形からCADデータを作
成する必要があり、採寸が難しい石は
実際の枠と合わないという問題があり
ましたが、このような問題も石専用の
3Dスキャナーの登場によりデータ制作
の精度が向上し、解決しつつあります。
　この他にも生成AIによるデザイン作
成の支 援などが登 場しており、
3DCAD関連はまだまだ今後の発展が
楽しみな分野です。

書いたひと：加藤まきえ
　加工機器メーカーの広報＆３Ｄ技
術担当。機械とジュエリーが大好き。
　良い機械があれば競合他社の製品
も薦めてしまうため営業になれない。
　前職は御徒町でＣＡＤ＆３Ｄプリン
ターでの原型製作をしていました

　珊瑚業界の技術
向上と産業振興に
力を注ぐ全高知珊
瑚協同組合連合会
は、宝石珊瑚の歴史
と文化そして未来を

創造するため、昭和50
年より、宝石珊瑚の魅
力の発信と伝統技術の
伝承と発展を目的に年
に1回「土佐さんごまつ
り」を開催している。
　同祭りでは、同連合
会の組合員がその技術
力や表現力を競うコン

テストが開かれ、宝石珊瑚を用いて宝
石珊瑚ジュエリーの美しさを競う「宝
飾の部」と、立体彫刻や額装彫刻にて
様々な表現を競う「立体・平面彫刻の
部」によって、高知職人の技術向上と
伝統の継承が図られている。

　今年の第48回名作コンテスト「宝飾
の部」で高知県知事賞を受賞したの
は、今年で設立50周年を迎えた宝石
珊瑚の老舗メーカー京屋（高知市仲
田町、田邊充社長）の作品「依依恋恋
（いいれんれん）」。女性の一途な恋心
を大振りな桃珊瑚で表現したリング
（桃珊瑚：約縦38×横27mm／ダイヤ
／K18／予価300万円）が輝いた。
　宝石珊瑚は貝の中で育つ真珠と共
に「海の二大宝石」と呼ばれ世界的に
知られているが、浅い海岸で見ること
ができる珊瑚礁とは異なり、深海に生
息し1センチ成長するのに50年近くか
かるなど希少性が高い。

No.2　
「ジュエリーと人のあいだに」
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